
Data Sheet
05/2020Issue

RHEOBYK-D 410

RHEOBYK-D 410
中極性の溶剤型および無溶剤型の系に、非常に高いチキソトロピー流動性を付与する
液体レオロジー添加剤

製品データ

組成
変性ウレアの溶液

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

有効成分: 52 %
密度 (20 °C): 1.16 g/ml
溶剤: ジメチルスルホキサイド
引火点: 99 °C

貯蔵および輸送
湿度の影響を受けやすいので、乾燥した場所に保管して下さい。 貯蔵中にわずかにくもりが生じることがありますが、
レオロジー特性への影響はございません。 10℃未満になると結晶化の可能性があります。その場合は使用前に20℃
以上に温めてからご使用下さい。低温での貯蔵後の使用および使用前に室温に加温しない場合はご注意ください。
納入時に規定された貯蔵安定性は、製品が正しく取り扱われ、未開封で貯蔵された場合に適用されます。

適用分野

塗料

特長
塗料中で撹拌すると、本添加剤により3次元の網目構造が形成されます。その結果、チキソトロピー流動性が付与され
るので、沈降防止性およびタレ止め性が向上します。レベリング性への悪影響はございません。

推奨添加量
配合の極性および固形分により、沈降防止を向上させるには、全配合に対して添加剤として　0.2-1 %
タレ止め性を向上させるには　0.5-2 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
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添加方法
本添加剤は中程度のせん断力で撹拌しながら塗料に添加すれば、均一に、そして迅速に分散することが
できます。特別な温度調整は必要ありません。
本添加剤はミルベースに添加することも可能で、後添加による粘度調整にも適しています。

本添加剤が系に適していればレオロジー特性が付与されます。時間および極性に依存しますが、通常は添加
後2時間から4時間で発現します。本添加剤は中極性の系に最適です。
高極性の系および水系には RHEOBYK-D 420が適しています。

特記事項
ドライヤ（乾燥剤）と併用する場合、金属錯体が形成されて変色することがあります。 変色した場合はレオロ
ジー特性を確認して下さい。

標準的な添加量であれば、黄変性への悪影響はございません。黄変しやすい系および高添加量を用いる系
の場合には影響を確認して下さい。

高反応性触媒を添加した系およびニトロセルロースを含有する系の場合には貯蔵安定性を評価して下さ
い。

PVCプラスチゾル

特長
液状の本添加剤により、各種PVCプラスチゾルのチキソトロピー性が向上します。

プラスチゾルが迅速に製造および加工できるようになり、沈降防止性およびタレ止め性が向上しま
す。RHEOBYK-D 410 により、着色プラスチゾルの色浮き・色分かれが低減し、ゲルオーブン中の塗料プロフ
ァイルのコントロール性が向上します。機械発泡PVC泡の泡安定性が向上します。

推奨添加量
沈降防止および色浮き防止を向上させるには、PVC樹脂に対して添加剤として　0.1-0.5 phr
タレ止め性を向上させるには、PVC樹脂に対して添加剤として　0.3-1 phr
例外的に3phrまで添加することができます。

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤はゆっくり撹拌しながら、PVCプラスチゾルに後添加して下さい。 配合によっては、初期チキソトロ
ピー構造が発現するまでに4時間を要します。その一方で、シェアーをかけた後は迅速に構造が再構築され
ます。



Data Sheet
05/2020Issue

3

RHEOBYK-D 410

常温硬化樹脂系

特長
本添加剤は、エポキシ、ウレタンおよびアクリル樹脂だけでなく、特定のポリエステル樹脂などの充填系、高
反応タイプ注型樹脂の沈降防止に最適です。本添加剤を使用すると、タレ止め性が向上しますが、レベリン
グ性への悪影響はございません。
一般に、RHEOBYK-D 410は低せん断力の場合にのみ増粘するので、高せん断力での塗装性への影響は
ございません。これは、3次元網目構造の形成によるものです。網目構造の立ち上がりに要する時間は系に
依存します。網目構造の立ち上がりは時間依存性を有し、その結果、チキソトロピー流動性により系の配向
性が向上します。

推奨添加量
沈降防止を向上させるには全配合に対して添加剤として0.2-1 % 、タレ止め性を向上させるには全配合に対
して添加剤として 0.5-2 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は撹拌しながら添加すると、均一に分散されます。特別な温度調整は必要ありません。
本添加剤は後添加による粘度調整に適しています。

特記事項
金属促進剤と併用すると変色したり、硬化が遅延することがあります。

洗剤、クリーナー、ケア製品

特長
本添加剤は、系に添加されると、３次元ネットワーク構造を形成します。チキソトロピー流動の結果、粒子（カ
プセル化された香料など）の沈降防止に理想的な上、容器に残ってしまうことがありません。
洗浄製品にRHEOBYK-D 410 を添加すると、使いやすく、スプレー塗布に使用できるようになります。
添加剤を使用すると、垂直面への接着力が向上して洗浄剤が触れている時間が長くなり、洗浄力が向上し
ます。
液体の添加剤なので、取り扱いが容易な上、また洗浄剤やクリーナーの透明性も保たれます。

推奨用途
RHEOBYK-D 410はレオロジー添加剤として使われ、極性溶媒（アルコール、グリコール、エステルなど）をベ
ースとした洗浄剤などの、タレ防止性、沈降防止性を向上させます。
また非イオン系の界面活性剤（アルコールエトキシレート）にも使用できます。
本添加剤は有極性、有機系への添加に適しています。高極性または水系には RHEOBYK-D 420をお勧めし
ます。

工業用洗浄剤（極性溶媒型） X

非水系または低含水の液体洗 X

■ 最適     □ 適
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推奨添加量
達成しなければならない処方特性に寄りますが、全配合に対して添加剤として、0.3-3.0 %
  
上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
本添加剤は撹拌しながら添加すると、均一に分散されます。特別な温度調整は必要ありません。
本添加剤は後添加による粘度調整に適しています。 本添加剤は系に適合すると、時間と極性により、
レオロジー効果が発現します。一般に、添加後2から4時間後には評価が可能になります。
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